
平

安

漢

詩

と

李

白

大

野

之

一

日
本
に
於
け
る
漢
文
学
の
歴
史
は
中
国
の
そ
れ
と
様
相
を
異
に
し
、
中
国
に
あ
っ
て
は
詩
歌
の
発
生
が
散
文
以
前
に
あ
っ
た
け
れ
ど

も
、
之
と
反
対
に
日
本
に
於
い
て
は
漢
詩
が
却
っ
て
漢
文
よ
り
も
後
に
そ
の
起
源
を
発
し
て
い
る
。
懐
風
藻
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
依
れ

ば
、
天
智
天
皇
の
長
皇
子
大
友
太
子
の
「
侍
宴
」
と
題
す
る
五
言
四
句
二
首
の
詩
が
そ
の
嚇
矢
を
な
す
も
の
で
、
天
智
天
皇
の
代
に
そ

の
端
を
発
し
た
日
本
漢
詩
は
奈
良
朝
に
至
っ
て
次
第
に
発
達
し
、平
安
時
代
に
入
っ
て
は
百
花
僚
乱
の
盛
況
を
現
出
す
る
の
で
あ
る
が
、

就
中
そ
の
最
も
極
盛
を
示
し
た
の
は
嵯
峨
淳
和
仁
明
の
頃
で
、
こ
の
期
を
頂
点
と
し
て
醍
醐
天
皇
の
廷
喜
に
至
る
ま
で
が
漢
詩
中
衰
の

時
代
で
あ
り
、
延
喜
期
に
入
っ
て
再
び
盛
ん
と
な
り
、
そ
の
後
は
日
を
逐
っ
て
表
微
に
向
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
辺
の
事
情
は
既
に
紀

長
谷
雄

（醍
醐
天
皇
の
侍
読
延
喜
中
参
議
を
歴
任
中
納
言
に
至
る
）
の
「
延
喜
以
後
詩
序
」

（河
世
寧
の
日
本
詩
紀
別
集
所
敗
）
に
、

「
廷
喜
以

後
好
ん
で
詩
を
言
ふ
を
知
ら
ず
。
風
月
徒
ら
に
抱
ち
、
姻
人
棄
つ
る
が
如
し
。
」
と
述
べ
、
大
江
維
時

（大
学
頭
式
部
大
夫
を
歴
て
参
議

中
納
言
に
至
ワＣ

が

「
自
観
集
序
」

（
日
本
詩
紀
別
集
）
の
中
で
、

「
昔
弘
仁
天
長
の
世
凌
雲
文
華
秀
麗
集
有
り
。
其
の
後
百
余
年
間
絶

え
て
続
か
ず
。
天
慶
の
緒
宮
、
徳
高
く
監
撫
し
、
学
長
じ
誦
該
ね
、
在
藩
の
時
よ
り
、
押
近
の
輩
を
し
て
風
人
墨
客
の
律
詩
を
採
抜
せ

平
安
漢
詩
と
李
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
，　
　
　
　
一二
三
二

貴

助



日
本
文
学
論
攻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
四

じ
め
、
承
和
に
起
り
て
延
喜
に
泊
ぶ
ま
で
一
十
人
人
選
、
二
十
巻
功
を
成
す
。
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
窺
ふ
こ
と
が
出
来

スリ
。弘

仁
天
長
期
に
黄
金
時
代
を
現
出
し
た
漢
詩
が
、
廷
喜
以
後
次
第
に
表
微
の
一
途
を
辿
る
に
至
つ
た
理
由
に
つ
い
て
は
種
々
の
事
柄

が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
何
と
言
っ
て
も
仮
名
文
が
発
達
し
そ
れ
に
伴
っ
て
和
歌
が
大
い
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
テ
。
漢
詩
を
作
る
に
は
平
仄
押
韻
等
厳
重
な
約
束
が
あ
る
の
に
反
し
て
和
歌
に
は
そ
の
よ
う
な
制
樋

が
な
く
、
心
に
思
う
こ
と
感
じ
る
物
を
自
由
に
表
現
し
得
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
文
学
様
式
で
あ
る
こ
と
が
、
和
歌
が
漢
詩
を
圧
し
て

盛
ん
と
な
っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
弘
仁
天
長
期
に
極
盛
の
状
態
を
示
し
、
延
喜
期
に
中
興
し
、
や
が
て
衰
微
に
向
う
運
命
を
も
つ
平
安
漢
詩
は
、・
そ
の
普

遍
的
な
性
格
を
挙
げ
る
な
ら
ば
そ
れ
は
唐
詩
の
模
倣
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
従
っ
て
唐
代
詩
人
の
影
響
を
多
少
に
拘
ら
ず
蒙
っ
て
い
る

で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
想
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
小
稿
に
於
い
て
は
盛
唐
時
代
の
杜
工
部
と
相
並
ぶ
代
表
的
な
詩
人
李
太
自
の
詩
と
平
安
漢

詩
と
の
間
に
、
何
等
か
の
関
連
性
が
あ
る
か
、
又
は
否
ら
ざ
る
か
を
考
究
し
て
見
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

一

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

平
安
漢
詩
と
李
自
と
の
関
連
性
を
考
え
る
に
当
っ
て
は
、
順
序
と
し
て
平
安
漢
詩
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
詩
集
に
つ
い
て
年
代
順
に
一

瞥
を
加
え
る
こ
と
が
、
そ
の
概
況
を
窺
う
に
便
宜
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、　
や
ヽ
多
岐
に
亘
る
け
れ
ど
も
、
今
そ
の
概
要
を

記
す
こ
と
ヽ
す
る
。
我
が
国
に
於
け
る
漢
詩
集
の
最
初
を
な
し
て
い
る
懐
風
藻
は
、
奈
良
朝
時
代
の
孝
謙
天
皇
天
平
勝
宝
三
年

（西
紀

七
五
一
年
）
に
撰
集
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
集
の
成
立
は
桓
武
天
皇
延
暦
十
三
年

（七
九
四
）
に
行
わ
れ
た
平
安
冥
都
を
さ
か
の
ぼ
る



こ
と
四
十
三
年
の
音
で
、
こ
の
年
は
唐
の
玄
宗
の
天
宝
十
年
に
相
当
し
、
李
自
五
十

一
歳
の
こ
と
ヽ
な
る
。
而
し
て
懐
風
藻
は
大
友
太

子
以
下
作
者
六
十
四
人
詩

一
百
二
十
篇
か
ら
成
る
詩
集
で
、
其
の
全
般
を
概
観
す
る
に
、
在
野
民
間
人
の
作
は
極
め
て
少
く
僅
か
に
数

首
あ
る
に
止
ま
り
、
そ
の
大
部
分
は
在
朝
有
位
の
人
々
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
従

っ
て
そ
の
内
容
も
臣
下
が
君
上
の
高
寿
太
平
を

謳
歌
す
る
と
い
っ
た
類
の
も
の
が
多
く
、

「
応
製
」

「
応
詔
」

「
応
教
」

「
応
令
」
等
と
題
し
た
も
の
が
少
く
な
い
。
而
し
て
表
現
形

式
よ
り
観
る
時
は
、
先
学
の
し
ば
／
ヽ
指
摘
し
て
い
る
通
り
七
言
詩
ま
、

大
津
皇
子
の
　
述
志

（
七
言
二
句
後
人
聯
句
二
句
）

紀
朝
臣
古
麻
呂
の
　
望
雪

（
七
言
十
二
句
）

紀
朝
臣
男
人
の
　
遊
吉
野
川

（
七
言
四
句
）

藤
原
朝
臣
宇
合
の
　
在
常
陸
贈
倭
判
官
留
在
京

（
七
言
十
八
句
）
　
秋
日
於
左
僕
射
長
王
宅
宴

（
七
言
四
句
）

丹
犀
真
人
広
成
の
　
吉
野
之
作

（
七
言
四
句
）

釈
道
融
の
　
逸
題

（
七
言
四
句
）

こ
の
七
首
が
あ
る
ば
か
り
で
、
他
は
す
べ
て
五
言
詩
で
あ
り
「
就
中
五
言
八
句
が
圧
倒
的
に
多
く
、
其
の
数
百
二
十
首
中
七
十
二
首
に

及
ん
で
い
る
。

奈
良
朝
時
代
早
く
懐
風
藻
の
成
立
を
見
た
漢
詩
壇
は
、
平
安
朝
に
入
っ
て
そ
の
初
期
即
ち
嵯
峨
淳
和
の
頃
に
極
盛
の
姿
を
現
出
し
た

こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
の
期
に
於
い
て
は
所
謂
勅
撰
三
集
が
編
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
凌
雲
集
」
は
弘
仁
中
嵯
峨
天
皇
の
勅
命
に
よ
り

小
野
琴
守

（平
城
嵯
峨
の
両
朝
に
仕
え
官
は
参
議
刑
部
卿
に
至
る
）
が
、
菅
原
清
公
・
勇
山
文
継
の
両
人
と
ヽ
も
に
桓
武
の
廷
暦
元
年

（七
八
二
）
か
ら
嵯
峨
の
弘
仁
五
年

（八
一
四
）
ま
で
の
詩
を
選
集
討
議
し
、
当
時
の
大
家
賀
陽
奉
年
の
間
を
経
て
成
っ
た
と
謂
わ
れ
、

平
安
漢
詩
と
李
自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
五
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一二
〓
ハ

其
の
内
容
は
作
者
二
十
三
人
詩
篇
九
十
二
首
を
包
含
し
て
い
る
。
こ
の
凌
雲
集
に
も

「
奉
和
応
製
」
の
詩
が
多
く
、
且
つ
在
朝
貴
結
の

詠
が
多
い
こ
と
は
前
述
の
懐
風
藻
と
大
差
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
表
現
形
式
の
面
よ
り
観
る
時
は
五
言
詩
が
寧
ろ
少
く
、
七
言
詩
が
多

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
差
違
が
あ
る
。
九
十
二
首
中
五
言
詩
は
太
上
天
皇

（平
城
天
皇
）
の
賦
桜
花

（
≡
一一一」八
句
）
以
下
三
十
五
首

で
、
他
は
七
言
乃
至
は
雑
言
の
体
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
等
の
中
で
最
も
多
い
の
は
七
言
八
句
の
形
式
で
、
其
の
篇
数
は
三
十
二
首
に

達
し
て
い
る
。

文
華
秀
麗
集
上
中
下
三
巻
は
凌
雲
集
選
録
の
後
四
年
即
ち
弘
仁
九
年

（
八
一
八
）
藤
原
冬
嗣
が
嵯
峨
帝
σ
勅
を
奉
じ
、
仲
雄

王
・
菅

原
清
公
・
勇
山
文
継
・
滋
野
貞
主
・
桑
原
腹
赤
の
五
人
に
命
じ
て
選
集
さ
せ
た
も
の
で
、
作
者
二
十
六
人
詩
百
四
十
八
篇
を
牧
め
て
い

る
。
秀
麗
集
の
内
容
は
五
言
詩
が
五
十
首
に
止
ま
り
他
は
七
言
詩
で
、
そ
の
中
で
最
も
多
い
形
式
は
七
言
八
句
で
其
の
数
は
三
十
三
首

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通
り
秀
麗
集
も
亦
表
現
形
式
に
於
い
て
は
前
の
凌
雲
集
と
傾
向
を
同
じ
く
し
て
、
八
句
詩

及
び
四
句
詩
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
是
れ
即
ち
諸
家
の
既
に
説
か
れ
て
い
る
通
り
「
唐
代
近
体
詩

（律
詩
と
絶
句
）
の
影
響
に
よ
る
も

の
に
他
な
ら
ぬ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

経
国
集
は
淳
和
天
皇
の
天
長
四
年

（
八
一一
ｒＬ　
唐
の
文
宗
太
和
元
年
）
良
琴
安
世
が
勅
命
を
奉
じ
、
滋
野
貞
主
。
南
淵
弘
貞
・
菅
原
清

公
・
安
野
文
継
等
を
し
て
編
集
さ
せ
た
も

の
で
、
そ
の
内
容
は
光
仁
天
皇
の
景
雲
四
年

（
こ
の
年
生
亀
元
年
と
改
元
、
七
七
〇
）
か
ら
淳

和
天
皇
の
天
長
四
年

（八
一一七
）
に
至
る
ま
で
五
十
八
年
間
の
作
品
を
集
め
た
も
の
で
、　
そ
の
編
集
の
年
は
凌
雲
集
秀
麗
集
よ
り
も
後

年
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
内
容
は
こ
の
二
集
よ
り
も
前
に
さ
か
の
ば
り
久
し
い
歳
月
に
亘
り
、
即
ち
光
仁
・
桓
武
。
平
城

・
嵯
峨
・
淳

和
の
五
朝
の
詩
を
載
せ
て
い
る
「
こ
の
集
は
も
と
二
十
巻
あ
り
、
作
者
百
七
十
八
人
賦
十
七
首
詩
九
百
十
七
首
序
五
十

一
首
対
策
三
十

八
首
を
包
含
し
て
い
た
と
謂
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
完
本
は
伝
わ
ら
ず
、　
現
に
観
る
こ
と
の
出
来
る
の
は
巻
一
（賦
十
七
首
）
巻
十



詩
九
楽
府
梵
門
、
巻
十
一
詩
十
雑
詠
、
巻
十
三
詩
十
二
雑
詠
、
巻
十
四
詩
十
三
雑
詠
、
巻
二
十

（策
下
二
十
首
）
が
存
在
す
る
の
み
で
、

，大
約
そ
の
三
分
の
二
を
失
っ
て
い
る
。
経
国
集
は
単
な
る
詩
集
と
い
う
の
で
は
な
く
、
文
章
を
も
併
せ
載
せ
て
お
り
ヽ
文
選
の
例
に
な

ら
っ
た
総
集
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
さ
て
現
存
の
詩
の
部
分
四
巻
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
観
る
に
、
巻
十
に

六
十
首

（中
一
首
散
逸
）
巻
十
一
に
五
十
八
首
巻
十
三
に
四
十
四
首
巻
十
四
に
四
十
九
首
合
計
二
百
十
首
の
詩
篇
が
見
え
て
い
る
が
、

五
言
詩
と
七
言
詩
と
は
大
体
に
於
い
て
相
な
か
ば
し
、ヽ
そ
の
中
で
八
句
詩
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
の
中
最
も
多
数
を
占
め
て
い
る

の
は
五
一百
八
句
六
十
首
で
、
之
に
つ
ぐ
も
の
は
七
言
八
句
の
二
十
八
首
で
あ
る
。
而
し
て
中
に
雑
言
体
の
多
く
な
っ
て
い
る
の
も
注
意

を
要
す
る
点
で
、
そ
の
数
は
三
十
六
首
に
上
っ
て
お
り
、
是
れ
亦
盛
唐
詩
人
の
古
体
詩
に
し
ば
バ
ヽ
見
ら
れ
る
長
短
句
錯
綜
形
式
の
影

響
で
あ
ら
う
。

勅
選
三
集
以
外
の
平
安
漢
詩
集
に
は
田
氏
家
集
三
巻

（島
田
忠
臣
）

・
性
霊
集
十
巻

（空
海
）

。
菅
家
文
草
十
二
巻
ｆ
家
後
草

一
巻

（菅
原
道
真
）
・
扶
桑
集
二
巻

。
本
朝
麗
藻
二
巻

。
本
朝
無
題
詩
十
巻

。
江
吏
部
集
三
巻

（大
江
匡
衡
）
。
法
性
寺
関
自
御
集

一
巻

（藤
原

忠
通
）
等
の
総
集
又
は
個
人
の
集
が
あ
る
。

三

以
上
述
べ
来
っ
た
平
安
漢
詩
集
を
調
べ
て
見
る
に
、
唐
代
詩
人
の
名
が
直
接
わ
が
国
人
の
詩
句
の
中
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
比
較

的
少
ぐ
、
中
に
あ
っ
て
中
唐
の
自
楽
天
の
み
が
し
ば
バ
ヽ
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

古
今
詞
客
得
名
多
。
自
氏
抜
群
足
詠
歌
。
（本
朝
麗
藻
　
具
平
親
王
「村
上
第
六
子
」
和
高
祀
部
再
夢
唐
故
自
太
保
之
作
「
七
言
八
句
」
）

自
氏
書
中
敗
夏
部
。
諸
家
集
裡
閲
秋
詩
。
（田
氏
家
集
　
早
秋
「
七
言
八
句
」
）

平
安
漢
詩
と
李
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
七



日
本
文
学
論
攻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
八

風
光
倍
得
青
陽
月
。
遊
宴
追
尋
自
楽
天
。

（菅
家
文
章
巻
二
　
暮
春
見
南
亜
相
山
荘
省
歯
会
「
七
言
十
二
句
」
）

謳
吟
自
氏
新
篇
籍
。
講
授
班
家
旧
史
書
。

（菅
家
又
草
巻
四
　
客
舎
書
籍

（
七
言
八
句
」
）

久
陪
蘭
省
東
方
朔
。
再
入
物
林
自
楽
天
。

（
江
吏
部
集
　
早
夏
諸
客
賀
予
再
兼
翰
林

「
七
言
八
句
」
）

更
有
菅
家
勝
自
様
。

（菅
家
後
草
　
醍
醐
天
皇
御
製
右
丞
相
献
家
集

「
七
言
八
句
」
）

仰
懃
自
楽
天
。

（
江
吏
部
集
　
述
懐
古
調
詩

「
五
言
二
百
句
」
）

詩
主
楽
天
老
住
情
。

（本
朝
無
題
詩
巻
二
　
釈
蓮
藤
山
寺
早
春

「
七
言
八
句
」
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

閑
詠
香
鑢
自
氏
詩
っ

（
本
朝
無
題
詩
巻
二
　
菅
原
在
良
画
障
子
詠

「
七
言
八
句
」
）

自
氏
古
篇
読
有
香
。
（
本
朝
無
題
詩
巻
二
　
菅
原
通
憲
画
障
子
詠

「
七
言
二
十
句
」
）

か
く
の
如
き
句
が
数
多
く
見
え
て
お
り
、更
に
直
接
楽
天
の
名
で
は
な
く
楽
天
の
詠
に
な
る
詩
句
を
引
用
し
て
い
る
も
の
に
至
っ
て
は
、

到
底
枚
挙
に
違
が
な
い
く
ら
い
数
多
く
見
え
て
い
る
”
都
良
香

（
八
四
四
―
八
七
九
）
が

「
白
楽
天
讃
」
と
題
す
る
文
章
０
中
で
、

「
集

七
十
巻
、
尽
く
是
れ
黄
金
。
」

（都
氏
文
集
巻
三
）
と
言

っ
て
い
る
通
り
、

当
時
平
安
智
識
人
が

い
か
に
自
氏
文
集
を
文
選
と
ヽ
も
に

愛
好
し
た
か
を
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
さ
れ
ば
中
国
詩
壇
の
最
高
峯
と
も
言
う
べ
き
盛
唐
時
代
の
李
白
杜
南
の
詩
が
全

く
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
楽
天
以
外
の
唐
代
詩
人
の
名
で
平
安
漢
詩
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
に
は
賦
玄

吟
興
不
如
君
。
買
馬
後
身
元
白
群
。

（扶
桑
集
源
英
塑
菫
次
群
字

「
七
言
八
句
」
）
吟
詩
便
是
長
生
計
。

不
信
応
専
元
白
間
。

（
扶
桑
集
源

英
明
後
賦
雲
字

「
七
言
八
句
」
）
等
を
観
て
も
判

る
通
り
自
楽
天
の
友
元
狽
が
あ
り
、
其
の
他
王
維

（扶
桑
集
橘
在
列
の
重
奉
和

「
七
言
八

句
」
）
賂
賓
王

（菅
家
文
章
夢
阿
満
「
七
言
二
十
八
句
」
）
等
が
あ
る
が
、
李
自
杜
南
に
鯛
れ
て
い
る
ど
こ
ろ
は
殆
ん
ど
見
当
ら

な
い
。

本
朝
無
題
詩
巻
五
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
源
経
信
の
七
言
十
六
句
の
詩
中
に
、

「
自
迎
季
白
感
方
通
。
」
と
あ
る
句
の
「
季
」
の
字
に
新



校
群
書
類
従
本
で
は

「
李
歎
」

と
注
記
し
、

「
季
白
」
は
「
李
自
」
の
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
か
と
疑
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、　
し
か
し

そ
の
詩
全
体
の
意
味
か
ら
推
し
て
此
の
語
は
季
秋
即
ち
九
月
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の

「
李
白
」
の
誤
か
も
知
れ
ぬ
と
疑
っ
て
い
る
こ
と
が
却
っ
て
誤
っ
た
考
え
方
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

平
安
漢
詩
の
中
李
自
を
語
っ
て
い
る
も
の
が
殆
ん
ど
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
さ
れ
ば
と
言
っ
て
平
安
漢
詩
人
の
中
に
太
白
文
集
を
読

む
者
が
絶
無
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
自
氏
文
集
が
平
安
智
識
人
の
常
識
と
し
て
広
く
普
遍
的
に
人
々
に
愛
読
さ
れ
て
い
た
の

に
比
較
す
る
時
は
狭
い
範
囲
の
人
々
に
局
限
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
や
は
り
太
自
文
集
も
或
る
程
度
読
ま
れ
て
い
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
で
私
は
単
に
直
接
的
な
詩
の
用
語
の
み
に
考
察
の
根
拠
を
置
か
ず
、
同
時
に
そ
の
詩
語
の
裏
面
に
ひ

そ
む
内
容
即
ち
詩
想
の
面
に
も
或
る
程
度
重
点
を
置
い
て
、
太
白
詩
と
平
安
漢
詩
と
の
関
連
性
を
推
究
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
私
は
先
ず
平
安
詩
人
の
中
か
ら
弘
仁
天
長
期
の
作
家
で
あ
る
と
ヽ
も
に
博
学
で
あ
っ
た
空
海
上
人
及
び
延
喜
期
に

そ
の
晩
年
を
過
ご
し
た
菅
原
道
真
の
二
人
を
取
り
上
げ
て
考
え
て
見
る
こ
と
ヽ
す
る
。

四

空
海
は
廷
暦
二
十
三
年

（
八
〇
四
）
五
月
十
二
日
桓
武
天
皇
の
命
を
拝
し
て
入
唐
し
（性
霊
集
序
注
文
）
「唐
の
部
長
安
に
到
り
、
代
宗

の
師
事
し
た
と
い
わ
れ
る
高
僧
青
竜
寺
の
大
徳
慧
果
阿
閣
梨
に
見
え
、
仏
の
教
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
空
海
が
唐
土
に
渡
っ
た

年
は
徳
宗
の
貞
元
二
十
年
で
李
自
の
歿
後
四
十
一
年
、
自
楽
天
三
十
三
才
の
時
に
相
当
す
る
。
か
く
し
て
空
海
は
か
の
地
に
於
い
て
学

ぶ
こ
と
三
年
に
亘
り
、
平
城
天
皇
の
大
同
元
年

（
八
〇
一Ｃ

に
帰
朝
し
た
の
で
あ
る
が
、
親
し
く
か
の
地
に
学
ん
だ
空
海
は
単
な
る
仏

教
の
徒
で
あ
る
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
其
の
学
ぶ
と
こ
ろ
が
極
め
て
博
く
経
史
に
わ
た
り
、
且
つ
風
雅
の
道
に
も
よ
く
通
暁
さ
れ
て
い

平
安
漢
詩
と
李
自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
九



日
本
文
学
論
致
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
一〇

た
こ
と
は
、
其
の
述
作
に

「
文
鏡
秘
府
論
」

「
文
筆
眼
心
抄
」
が
あ
り
、
詩
文
集
に
「
性
霊
集
」
の
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
十
分
に

窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
空
海
の
詩
は
性
霊
集

に
牧
め
ら
れ
、

経
国
集
に
な

南
山
中
新
羅
道
者
見
過

一
首

（
七
一一一３
　
過
金
心
寺

一
首

（士
一一一３

留
別
青
竜
寺
義
操
阿
閣
梨

一
首

（
七
一〓じ

在
唐
観
誕
法
和
筒
小
山

一
首

（
七
一一３

入
山
興

一
首

（
雑
一一３

の
五
首

が
牧
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
等
諸
篇
の
思
想
的
根
低
が
仏
教
思
想
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
空
海
の
詩
は

た
ゞ
に
仏
教
思
想
に
徹
し
て
い
る
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
詩
想
は
彼
の
博
学
に
基
礎
を
置
ぐ
儒
学
的
ま
た
老
荘
的
色
彩
を
多
分
に
含
む

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
儒
道
仏
三
教
の
思
想
の
中
で
、
道
家
的
性
格
に
於
い
て
李
自
と
浅
か
ら
ぬ
関
連
性
を
も
つ
こ
と
が
想
わ
れ
る
。

李
自
の
詩
が
多
く
老
荘
的
色
彩
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
柄
で
あ
る
。
仮
令
李
自
の
思
想
的
基
底
を
な
す
も
の
が
儒
教
的
な

正
義
観
を
濃
厚
に
含
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
。
今
鼓
に
私
の
述
べ
た
事
柄
を
証
す
る
に
足
る
と
思
わ
れ
る
空
海
の
詠

「
遊
山

慕
仙
詩
」

（
五
言
一
〇
六
句
性
霊
集
巻
一
）
の
中
か
ら
実
例
を
取
り
、
太
自
の
詩
句
と
比
較
し
て
見
よ
う
。

（
必
ず
し
も
詩
句
の
用
語
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
等
の
詩
境
に
於
い
て
強
く
共
通
性
の
認
め
ら
れ
る
も

の
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

遊
山
慕
仙
詩
　
　
　
　
　
　
　
　
李
自
の
古
風
五
十
九
首

一
身
独
生
残
。
電
影
是
無
常
。
＝
容
顔
若
飛
電
。
時
景
如
瓢
風
。

（
第
二
十
八
首
）

老
聘
守
一
気
。
許
脱
貫
三
望
。
――
仲
尼
欲
浮
海
。
吾
祀
之
流
沙
。

（第
二
十
九
首
）

子
晉
凌
漢
挙
。
伯
夷
絶
周
梁
。
＝
幸
遇
王
子
晉
。
結
交
青
雲
端
。

（第
四
十
首
）

松
柏
催
南
嶺
。
北
部
散
白
楊
。
＝
証
知
南
山
松
。
独
立
自
謂
庭
。

（
第
四
十
七
首
）

置
鳳
梧
桐
集
。
大
鵬
訃
風
床
。
＝
鳳
凰
鳴
西
海
。
欲
集
無
珍
本
。

（第
四
十
九
首
）



ヽ

吾
観
摩
天
飛
。
九
萬
方
未
己
。
（第
二
十
三
首
）

こ
ゝ
に
示
し
た
数
例
に
徴
し
て
も
知
ら
れ
る
如
く
、
空
海
の
詩
に
は
用
許
の
上
に
完
全
に
一
致
し
て
い
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
内
容

即
ち
詩
想
に
於
い
て
李
自
の
詩
と
相
似
た
と
こ
ろ
を
随
所
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
彼
の
地
に
学
ん
だ
空
海
は
典
籍
の
渡
来
を
待
つ

ま
で
も
な
く
、
盛
唐
時
代
を
風
靡
し
た
李
泊
の
詩
集
を
彼
の
地
で
読
ん
で
い
た
で
ぁ
ろ
う
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
更
に
こ
の
こ

と
は
空
海
の
「
入
山
興
」
と
題
す
る
雑
言
体
の
一
詩
に
よ
っ
て
一
居
深
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
李
白
は
古
体
詩
に
す
ぐ
れ
其
の
篇
什
の

中
に
長
短
錯
綜
形
式
即
ち
雑
言
体
の
詩
を
多
く
作
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
等
の
中
の
一
首

「
将
進
酒
」

（
二
十
八
循
て
ぃ
詩
で
、

「
君
不

見
。
黄
河
之
水
天
上
来
。
」
「
君
不
見
。
高
堂
明
鏡
悲
白
髪
。
」

と
詠
じ
て
お
り
、
空
海
の
「
入
山
興
」
詩
に
於
い
て
は
、

「
君
不

見
。
君
不
見
。
京
城
御
苑
桃
李
紅
。
」
「
君
不
見
。
君
不
見
。
■
城
城
裏
静
泉
水
。
」
と
叙
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
入
山
興
」
の
詩
句
の

よ
う
な
措
辞
が
李
自
の
詩
語
に
対
し
て
単
な
る
暗
合
で
あ
る
と
観
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
太
白
詩
を
精
読
し
た
人
に
し
て
は

じ
め
て
為
し
得
る
句
で
は
な
か
ろ
う
か
。
空
海
は
仲
磨
の
如
く
唐
朝
に
仕
え
て
官
吏
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
彼
が
三
年
に
亘
る

唐
土
の
生
活
の
間
に
は
多
く
の
詩
人
文
人
と
交
渉
を
も
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
れ
等
唐
人
の
作
に
な
る
贈
答
の
詩
文
が
空
海
に
よ
っ

て
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
、　
性
霊
集
の
巻
八
か
ら
巻
十
に
至
る
三
巻
中
に
牧
め
ら
れ
て
い
た
と
謂
わ
れ
略
が

（性
霊
集
■
文
）
、　
そ
れ
等

は
早
く
散
逸
し
て
伝
わ
っ
て
は
い
な
い
。
之
等
の
こ
と
を
参
考
推
究
す
る
な
ら
ば
、
空
海
が
太
白
集
を
読
ん
で
い
た
で
ぁ
ろ
う
こ
と
も

推
想
さ
れ
る
。

こ
ゝ
に
取
り
上
げ
た
「
遊
山
慕
仙
詩
」
及
び
「
入
山
興
」
の
二
首
以
外
に
も

「
九
想
詩
」
九
首
と
「
詠
十
喩
詩
」
十
首

（
と
も
に
性

霊
集
巻
十
日
本
詩
紀
巻
十
二
）
の
如
き
、
李
自
の
吉
風

（特
に
第
十
八
首
第
二
十
八
首
）
と
内
容
の
面
か
ら
相
似
性
の
濃
厚
で
あ

る
と
思
わ

れ
る
篇
が
あ
る
。
空
海
が
古
体
詩
を
尊
重
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
言
葉
に
、
「
詩
を
作
る
者
は
、
古
体
を
学
ぶ
を
以
て
妙
と
為
す
。
」

一一一一
一
一

平
安
漢
詩
と
李
白



日
本
文
学
論
孜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
〓
一

（敷
使
昇
風
書
了
表

性
霊
集
巻
一一じ

と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
以
て
し
て
も
窺
う
こ
と
が
出
来
、
こ
の
古
体
詩
を
尊
ぶ
思
想
は
、
李
自
の

詩
道
に
於
け
る
筒
古
乃
至
は
復
古
思
想
と
相
通
う
も
の
が
あ
る
Ъ

五

前
項
に
於
い
て
は
空
海
と
李
自
と
に
つ
い
て
両
人
の
詩
句
を
と
っ
て
そ
の
関
連
性
を
推
究
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
は
菅
原
道

真
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
た
い
と
思
う
。　
道
真
は
仁
明
天
皇
の
承
和
十
二
年

（八
四
五
、
唐
の
武
宗
の
会
昌
五
年
）
菅
原
是
善
の
第
二
子

と
し
て
生
れ
、
幼
少
の
時
か
ら
学
問
を
好
み
博
く
経
史
を
学
び
、
長
ず
る
に
従
っ
て
詩
文
を
も
巧
み
に
作
り
、
諸
官
を
歴
任
し
て
右
大

臣
と
な
り
左
近
衛
大
将
を
兼
ね
る
ま
で
に
至
っ
た
が
、
晩
年
醍
醐
帝
の
廷
喜
の
初
論
言
に
遇
い
、
太
宰
府
権
帥
に
流
誦
さ
れ
た
こ
と
は

広
く
世
に
知
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
か
れ
道
真
が
詩
人
と
し
て
の
最
初
の
作
は
、
「
月
夜
見
梅
花
」
と
題
す
る
五
言
四
句
の
詩
で
、

こ
の
詩
の
出
来
た
の
は
文
徳
天
皇
の
斉
衡
〓
午

＾
八
五
五
）
道
真
が
年
十
一
歳
の
時
で
あ
っ
た
と
謂
わ
れ
、　
以
来
道
真
は
多
く
の
詩
を

詠
み
、
そ
れ
等
は
皆
菅
家
文
草
同
後
草
に
牧
め
ら
れ
今
の
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

道
真
の
詩
を
通
観
す
る
に
、
そ
の
博
学
が
基
因
と
な
っ
て
儒
教
的
道
義
観
に
従
ゞ
）

一
面
老
荘
的
な
思
想
を
も
亀
稗
）
又
晩
年
と
な

る
に
従
っ
て
仏
教
的
な
色
彩
も
濃
厚
に
な
つ
て
い
る
が
、
彼
が
生
涯
を
通
じ
て
の
詩
生
活
の
う
ち
に
於
い
て
楽
府
に
類
す
る
詩
篇
を
し

ば
ス
ヽ
詠
ん
で
お
り
、
そ
の
数
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

賦
得
折
楊
柳
五
言
十
二
句

（菅
家
文
草
巻
一
）

有
所
思
七
言
三
十
六
句

（文
草
巻
二
）

行
春
詞
七
言
四
十
句

（
文
草
巻
二
）



路
逢
自
頭
翁
雑
言
五
十
二
句

（
文
草
巻
三
）

春
日
独
遊
三
首
七
言
四
句

（
文
章
巻
四
）

春
詞
二
首
七
言
四
句

（
文
章
巻
四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

漁
父
詞
七
言
四
句

（
文
章
巻
五
）

こ
れ
等
諸
篇
の
修
辞
及
び
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
詩
想
に
太
自
の
そ
れ
と
相
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
太
自
が
楽
府
の
作
家
と
し
て
独
特

の
存
在
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
槃
府
の
作
品
の
多
く
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
太
自
の
楽
府
は

彼
の
詩
集
分
類
補
註
本
巻
三
に
遠
別
離
以
下
三
十
首
、
巻
四
に
関
山
月
以
下
三
十
七
首
、
巻
五
に
門
有
車
馬
客
行
以
下
四
十
四
首
、
巻

六
に
発
自
馬
以
下
三
十
八
首
、
す
べ
て
百
四
十
九
首
が
見
存
し
て
い
る
。

こ
ゝ
に
道
真
の
詩
が
楽
府
的
な
面
に
於
い
て
李
自
の
詩
と
相
似
性
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
来
た
が
、
更
に
こ
の
こ
と
を
一
層
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
道
真
の
詩
に
、

「
戊
子
之
歳
八
月
十
五
日
夜
陪
月
蒙
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
こ
の
篇
を
李
自
の
楽
府
詩

「
子
夜
呉

歌
」
の
第
毒
ぎ
ど
対
比
し
て
見
る
時
、　
一
は
七
言
他
は
五
言
で
文
字
数
に
於
い
て
異
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
両
篇
の
詩
の
表
現
し
て

い
る
環
境
は
季
節
的
に
秋
で
あ
り
、
時
間
的
に
は
夜
で
あ
り
、
更
に
天
空
に
は
相
と
も
に
明
月
が
懸
り
、
■
っ
秋
風
が
吹
き
渡
っ
て
い

る
と
い
う

の
で
あ
っ
て
、
直
接
用
語
の
上
に
も

「
秋
気
」
と
「
秋
風
」
「
明
月
孤
輪
」
と
「
一
片
月
」

「
一
種
」
と
「
一
片
」
「
風

情
」
と
「
玉
関
情
」
「
高
戸
」
と
「
万
戸
」
等
極
め
て
一
致
又
は
近
接
し
て
い
る
む
の
と
な
っ
て
い
る
。
道
真
が
こ
の
詩
を
詠
む
に
当

っ
て
先
ず
彼
の
脳
裏
に
浮
か
ん
で
い
た
も
の
は
、
李
自
の
「
子
夜
呉
歌
」
の
一
篇
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
初
唐
四
傑
の
一
人
騒

賓
王
の
詩
を
読
ん
で
暗
誦
し
て
い
た
（
文
章
巻
三
夢
阿
満
之
題
す
る
篇
の
中
に
読
書
話
誦
帝
京
篇
と
い
う
句
が
見
え
て
い
る
。
）
道
真
が
李
自

の
詩
集
を
読
ま
ぬ
筈
が
な
く
、
罪
な
く
し
て
僻
遠
の
地
に
流
誦
さ
れ
る
と
い
う
点
に
於
い
て
李
白
と
そ
の
境
遇
を
同
じ
く
す
る
道
真
に

平
安
漢
詩
ど
李
自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
〓
二



日
本
文
学
論
攻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
四

李
自
の
風
雅
が
あ
る
程
度
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
又
道
真
の
作
中
に
「
不
出
醜
」

「
聞
雁
」
等
が
あ
り
、
更

に
長
篇

「
叙
意

一
百
韻
二
百
句
」
の
中
で
は
、
「
長
沙
沙
卑
爆
。
湘
水
水
前
漆
。
」
の
句
を
詠
ん
で
お
り
、
こ
れ
等
は
李
自
の
絶
句

「
与

奥
郎
中
欽
聴
黄
鶴
楼
上
噂
ば
」

（太
自
詩
喋
巻
二
十
三
所
敗
）
と
そ
の
詩
境
が
極
め
て
よ
く
似
て
い
る
。

エハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

上
に
於
い
て
菅
原
道
真
の
詩
と
李
自
の
詩
と
の
相
似
性
に
つ
い
て
説
述
し
て
来
た
が
、
猶
こ
れ
に
類
す
る
平
安
漢
詩
人
の
楽
府
的
傾

向
を
も
っ
諸
作
に
し
て
而
も
太
自
の
楽
府
と
多
か
れ
少
か
れ
関
連
性
の
あ
る

（特
に
聞
情
の
面
に
於
い
て
接
近
し
て
い
る
）
と
思
わ
れ
る
も

の
は
、
枚
挙
に
違
が
な
い
程
多
数
あ
る
が
、
今
そ
れ
等
の
中
か
ら
そ
の
一
斑
を
例
示
す
る
な
ら
ば
、
次
の
如
き
諸
篇
が
あ
る
。

長
門
怨

（
文
華
秀
麗
集
）
嵯
峨
天
皇
　
折
楊
柳

（同
上
）
向
上
　
塞
下
曲

（
経
国
集
）
同
上
　
奉
和
巫
山
高

（同
上
）
有
智
子
内
親
王
　
本
和
関

山
月

（同
上
）
同
上
　
奉
和
聖
製
春
女
怨

（凌
雲
集
）
小
野
苓
守
　
奉
和
観
住
人
略
歌
御
製

（同
上
）
同
上
　
奉
和
春
閏
怨

（
文
華
秀
麗
集
）
管
原

清
公

奉
和
三
昭
君

（
同
上
）
同
上
　
奉
和
塞
下
曲

（
経
国
集
）
同
上
　
奉
和
塞
上
曲

（同
上
）
同
上
　
奉
和
関
山
月
（同
上
）
同
上
　
王
昭
君

（凌

雲
集
）
滋
野
貞
主
　
尋
和
関
山
月

（
経
国
集
）
巨
勢
識
人
　
奉
和
長
門
怨

（同
上
）
同
上
　
奉
和
巫
山
高

（
経
国
集
）
同
上
　
王
昭
対

（和
漢
朗
詠

集
）
大
江
朝
綱

勿
論
こ
れ
等
諸
篇
の
中
に
も
直
接
李
自
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
語
句
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
そ
れ
等
の
詩
の

表
現
を
通
じ
て
感
得
す
る
こ
と
の
出
来
る
詩
情
に
於
い
て
、
ま
た
そ
の
内
包
し
て
い
る
詩
想
に
於
い
て
之
等
は
唐
詩
の
流
を
汲
ん
で
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
且
つ
唐
代
楽
府
に
関
し
て
は
李
自
が
そ
の
代
表
作
家
と
し
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
想
う
時
、
両
者

の
間
に
影
響
関
係
の
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
来
る
時
李
自
の
詩
と
平
安
漢
詩
と
の
関
連



性
を
見
逃
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

七
．

以
上
平
安
漠
詩
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
典
籍
に
つ
い
て
概
観
し
、
そ
れ
等
の
中
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
多
く
の
詩
篇
と
盛
唐
詩
人
李
白
と

の
関
連
性
が
い
か
な
る
も

の
で
あ
る
か
を
考
え
、
延
暦
弘
仁
期
の
博
識
空
海
及
び
貞
観
延
喜
期
の
文
人
道
真
の
二
人
を
特
に
取
り
挙

げ
、
併
せ
て
他
の
漢
詩
人
に
も
鯛
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
唐
詩
と
平
安
漢
詩
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
普
遍
と
い
う

点
か
ら
す
る
な
ら
ば
李
白
は
自
楽
天
に
固
よ
り
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
白
楽
天
の
詩
が
平
安
詞
人
に
普
遍
化
し
李
自
の
詩
が
そ
れ

に
比
し
て
狭
い
範
囲
に
局
限
さ
れ
て
い
る
か
の
理
由
に
つ
い
て
は
深
く
考
究
す
る
ま
で
も
な
く
、
世
に
所
謂
元
軽
百
俗
の
語
が
周
知
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
判
る
通
り
、
自
楽
天
の
詩
が
平
易
に
し
て
世
俗

一
般
人
に
比
較
的
容
易
に
読
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
李
自
の
詩
に
は
歴
史
性
が
多
分
に
含
ま
れ
難
解
な
部
分
が
多
い
と
い
う
点
に
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
而
し
て
自
楽
天
は
太

平
広
記
に
よ
れ
ば
仙
の
部
類
の
人
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
も

，拘
ら
ず
、
彼
の
詩
境
は
猶
現
実
の
世
界
を
あ
り
の
ま
ゝ
に
表
現
し
た

部
面
の
多
い
の
と
趣
を
異
に
し
、
李
自
の
詩
に
は
非
現
実
的
即
ち
理
想
の
世
界
を
表
現
し
た
夢
幻
的
な
部
分
の
多
い
こ
と
も
亦
、
李
白

の
詩
を
し
て
難
解
な
ら
し
め
て
い
る
一
つ
の
因
と
な
っ
て
お
り
、
此
の
両
人
の
詩
風
の
差
違
が
、
わ
が
日
本
に
渡
来
ｔ
て
一
は
普
遍
的

に
平
安
智
識
人
に
も
て
は
や
さ
れ
、
他
は
そ
れ
程
ま
で
に
一
般
に
広
く
は
愛
読
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
か
く

の
如
く
普
遍
性
と
い
う
点
に
於
い
て
李
白
は
自
楽
天
に
及
ば
な
い
と
言
っ
て
も
、
平
安
風
雅
人
に
李
自
の
影
響
が
無
か
っ
た
と
い
う
の

で
は
な
く
、
用
語
の
上
に
直
接
に
李
白
を
語
る
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も
、
私
は
猶
そ
の
詩
情
の
上
に
ま
た
詩
想
の
面
に
、
李

自
の
風
雅
が
或
る
程
度
平
安
詩
人
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
想
う
の
で
あ
る
０

安
平
漢
詩
と
李
自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
一五



日
本
文
学
論
孜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
〓
ハ

〔註
１
〕
問
師
何
意
入
深
寒
。
深
嶽
崎
嘔
太
不
安
。
上
也
苦
下
時
難
。
山
紳
本
魅
是
篤
藩
。
君
不
見
君
不
見
。
京
城
御
苑
桃
李
紅
。
灼
灼
芥
芥
顔

色
同
。
一
開
雨
一
散
風
。
駅
上
瓢
下
落
園
中
。
春
女
群
来

一
手
折
。
春
轡
鶏̈
集
啄
飛
空
。
君
不
見
君
不
見
”
王
城
城
裏
紳
泉
水
。
一
沸

一
流
速

相
似
。
前
沸
後
流
幾
許
千
。
流
之
流
之
入
深
淵
。
入
深
淵
転
転
去
。
何
日
何
時
更
場
実
。　
君
不
見
君
不
見
。
九
州
八
島
無
量
人
。
自
古
今
来

無
常
身
。
発
舜
再
湯
与
築
紺
。
八
元
十
乱
将
五
臣
。
西
婿
妓
母
支
離
膿
。
誰
能
保
得
萬
年
春
。
貴
人
賤
人
惚
死
去
。
死
去
死
去
作
灰
塵
。
歌

堂
舞
閣
野
狐
里
。
如
夢
如
泡
電
影
賓
。
君
知
否
君
知
否
。
人
如
此
汝
何
長
。
朝
夕
思
思
堪
断
腸
。
汝
日
西
山
半
死
士
。
汝
年
過
半
若
戸
起
。

住
也
住
也
一
無
益
。
行
実
行
実
不
須
止
。
去
来
去
実
大
空
師
。
莫
住
莫
住
乳
海
子
。
南
山
松
石
看
不
厭
。
南
嶽
清
流
憐
不
己
。
莫
慢
浮
華
名

利
毒
。
莫
焼
三
界
火
宅
裏
。
斗
藪
早
入
法
身
里
、

（性
霊
集
巻

一
）

〔誰
２
〕
君
不
見
。
黄
河
之
水
天
上
来
。
奔
流
到
海
不
復
廻
。
君
不
見
。
高
堂
明
鏡
悲
白
髪
。
朝
如
青
絲
暮
成
雪
。
人
生
得
意
須
尽
歓
。
莫
使
金

樽
空
対
月
。
天
生
我
材
必
有
用
。
千
金
散
尽
還
復
来
。
烹
羊
宰
牛
且
篤
楽
。
会
須

一
飲
三
百
杯
。
琴
夫
子
丹
丘
生
。
将
進
酒
粛
莫
停
。
与
君
歌

一
曲
。
請
君
篤
我
側
耳
聴
。
鐘
鼓
餞
玉
不
足
貴
。
但
願
長
酔
不
願
醒
。
古
来
聖
賢
皆
寂
莫
。
惟
有
飲
者
留
英
名
。
陳
王
音
時
宴
平
楽
。
斗
酒
十

千
恣
護
譴
。
主
人
何
篤
言
少
銭
。
径
須
浩
販
対
粛
酌
。
五
花
馬
千
金
委
。
呼
児
将
出
換
美
酒
。
与
爾
同
鈴
萬
古
愁
。（
李
太
白
詩
集
巻
之
三
）

〔誰
３
〕
除
日
明
朝
丞
相
家
。
無
人
無
馬
復
無
車
。
況
乎
一
旦
亮
己
後
。
門
下
応
看
林
棘
花
。

（菅
家
文
章
巻
二
　
春
曰
過
丞
相
家
門
）

〔
註
４
〕
有
述
崇
尼
父
。
無
篤
寿
老
君
。
春
秋
三
十
巻
。
道
徳
五
千
丈
。
日
誦
窺
街
後
。
心
耽
到
夜
分
。
二
経
充
晩
学
。
那
問
旧
丘
墳
。

（
菅
家

文
章
巻
三
　
読
書
）

〔誰
５
〕
古
寺
人
樅
絶
。
僧
房
挿
白
雲
。
門
当
秋
水
見
。
鐘
逐
暁
風
聞
。
老
臓
高
僧
積
。
深
苔
小
道
分
。
文
殊
何
処
在
。
帰
路
診
香
薫
。

（
菅
家

文
章
巻
二
　
山
寺
）

〔
註
６
〕
詩
人
遇
境
盛
何
勝
。
秋
気
風
情

一
種
凝
。
明
月
孤
輪
家
菖
戸
。
此
間
台
上
是
先
登
。

（
菅
家
文
草
巻

一
）



〔
註
７
〕
長
安

一
片
月
。
萬
戸
濤
衣
声
。
秋
風
吹
不
尽
。
総
是
玉
関
情
。

〔
誰

８
〕

一
従
誦
落
就
柴
荊
。
蔦
死
競
競
陽
踏
情
。
都
府
楼
綾
看
瓦
色

。

身
無
検
繋
。
何
篤
寸
歩
出
門
行
。

（
菅
家
後
草
）

〔
註

９
〕
我
篤
遷
客
汝
来
賓
。
共
是
粛
粛
旅
漂
身
。
欲
枕
思
量
帰
去

日
。

〔
註
１０
〕

一
篤
遷
客
去
長
沙
。
西
望
長
安
不
見
家
。
黄
鶴
楼
中
吹
玉
笛
。

何
日
平
胡
虜
。
良
た
罷
遠
征
。

（
李
太
白
詩
集
巻
之
六
）

観
音
寺
熙
聴
鐘
声
。
中
懐
好
逐
孤
雲
去
。

外
物
相
逢
満
月
迎
。
此
地
雌

我
知
何
歳
汝
明
春
。

（
菅
家
後
草
）

江
城
五
月
落
梅
花
。

（
李
太
白
詩
集
巻
之

二
十
三
）

三

二

七

平
安
漢
詩
と
李
自


